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□
死
語
の
部

　
【
愛
】
金
銭
で
表
現
す
る
人
間
の
感
情
の
こ
と
。
昭
和
後
期
、
美
空
ひ
ば
り
の
名
曲

　
　
　
　
「
愛
算
々
」
が
流
行
し
こ
の
傾
向
が
な
お
顕
著
と
な
っ
た
。

　
【
愛
玩
】
あ
い
が
ん
。
‥
‥
動
物
。
子
供
の
躾
（
し
つ
け
）
を
放
棄
し
た
主
婦
な
ど

　
　
　
　
　
が
人
間
に
比
べ
飼
育
の
容
易
な
小
動
物
を
溺
愛
す
る
現
象
。

　
【
商
い
】
語
源
は
「
飽
き
な
い
」
。
悪
徳
新
商
法
が
次
々
に
現
わ
れ
、
刺
激
的
で
な
い

　
　
　
　
　
良
心
的
な
昔
な
が
ら
の
商
法
は
消
費
者
か
ら
飽
き
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　
【
意
匠
】
装
飾
的
考
案
。
昔
は
美
校
出
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
壇
場
だ
っ
た
が
、
今
や

　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
長
け
た
情
報
処
理
技
術
者
が
専
ら
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
【
花
魁
】
お
い
ら
ん
。
高
さ
十
セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
る
履
物
を
は
き
我
が
物
顔
で
繁
華
街
を

　
　
　
　
　
闊
歩
す
る
若
年
婦
女
子
を
さ
す
。
な
か
に
は
こ
の
履
物
の
ま
ま
自
動
車
を
操
り
、

　
　
　
　
　
事
故
を
起
こ
す
低
脳
者
も
い
る
。

　
【
釜
の
飯
】
か
ま
の
め
し
。
同
じ
‥
‥
を
食
っ
た
仲
、
と
言
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
今
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
帰
り
の
オ
バ
サ
ン
達
が
群
れ
を
な
し
て
ゲ
イ
バ
ー
で
食
事
や

　
　
　
　
　
　
飲
酒
に
ふ
け
り
狂
騒
す
る
有
様
を
さ
す
。

　
【
諌
言
】
か
ん
げ
ん
。
家
臣
が
切
腹
覚
悟
で
殿
様
を
説
諭
す
る
こ
と
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
　
　
　
　
世
界
で
は
部
下
へ
の
言
葉
と
上
司
へ
の
言
葉
を
巧
み
に
換
え
て
使
い
分
け
る

　
　
　
　
　
こ
と
を
言
う
。
こ
の
場
合
、
換
言
、
と
書
く
。

　
【
肝
】
き
も
。
大
ら
か
で
豪
快
な
男
を
‥
‥
が
太
い
、
と
言
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
現
代
は
男
子
の
肝
（
臓
）
が
錆
び
つ
い
て
退
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
「
逆
フ
ォ
ア
グ
ラ
症
候
群
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

　
【
金
玉
】
厚
生
省
調
査
に
よ
れ
ば
日
本
男
子
の
権
威
低
下
に
伴
い
、
成
人
男
子
の
精
子

　
　
　
　
　
の
量
が
激
減
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。
医
学
界
で
は
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
に
ち
な
ん
で
評
価
を
一
ラ
ン
ク
下
げ
、
「
銀
玉
」
と
呼
称
変
更
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
【
玄
人
】
く
ろ
う
と
。
昔
は
花
柳
界
等
で
働
く
女
性
を
さ
し
た
。
今
日
で
は
一
般
Ｏ
Ｌ
、

　
　
　
　
　
女
子
大
生
な
ど
の
風
俗
営
業
分
野
へ
の
進
出
が
著
し
く
な
っ
て
職
業
区
分
が

　
　
　
　
　
不
可
能
と
な
り
、
労
働
省
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
対
：
素
人
。

　
【
恋
文
】
こ
い
ぶ
み
。
怪
音
と
と
も
に
小
型
機
器
に
夜
昼
分
別
な
く
着
信
す
る
、
世
間

　
　
　
　
　
迷
惑
な
異
性
間
の
往
来
文
。

　
【
高
利
貸
し
】
テ
レ
ビ
な
ど
で
タ
レ
ン
ト
を
用
い
て
安
易
に
高
利
息
の
金
銭
借
入
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
す
す
め
る
企
業
。
無
人
貸
出
機
を
開
発
し
、
貸
し
手
の
良
心
の
痛
み
を

　
　
　
　
　
　
　
軽
減
す
る
考
案
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
【
腰
巻
き
】
男
女
が
本
来
上
半
身
に
着
用
す
る
べ
き
セ
ー
タ
ー
等
を
腰
に
巻
き
、
袖
で

　
　
　
　
　
　
結
ん
で
歩
行
す
る
現
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
大
正
時
代
珍
重
さ
れ
た
桃
色
の

　
　
　
　
　
　
毛
糸
腰
巻
き
の
名
残
り
。
　

　
【
選
良
】
せ
ん
り
ょ
う
。
国
家
、
地
域
の
た
め
に
私
心
を
捨
て
て
尽
く
す
人
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
特
に
代
議
士
を
さ
す
。
最
近
は
銭
量
（
せ
ん
り
ょ
う
）
の
字
を
充
て
ら
れ
る

　
　
　
　
　
こ
と
も
あ
る
。

　
【
獅
子
頭
】
し
し
が
し
ら
。
東
京
・
渋
谷
界
隈
を
闊
歩
す
る
子
女
の
髪
型
を
さ
す
。

　
　
　
　
　
　
白
、
金
、
銀
な
ど
の
極
彩
色
で
彩
る
。
狸
の
ご
と
く
両
目
の
周
囲
を
縁
ど
る

　
　
　
　
　
　
隈
（
く
ま
）
塗 

り
は
歌
舞
伎
の
舞
台
化
粧
の
影
響
、
と
も
い
わ
れ
て
イ
ナ
イ
。

　
【
始
末
】
‥
‥
‥
を
す
る
、
と
は
節
約
、
倹
約
す
る
の
意
。
私
欲
の
た
め
で
な
く
、

　
　
　
　
　
省
資
源
、
環
境
配
慮
と
い
う
点
か
ら
極
め
て
今
日
的
意
味
を
も
つ
言
葉
。
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【
純
潔
】
じ
ゅ
ん
け
つ
。
も
は
や
日
本
に
存
在
し
な
い
現
象
と
い
わ
れ
、
文
部
省
に
お
い
て

　
　
　
　
　
こ 

の
単
語
の
辞
書
、
教
科
書
等
か
ら
の
削
除
が
真
剣
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
【
女
傑
】
じ
ょ
け
つ
。
か
つ
て
は
男
ま
さ
り
の
有
能
、
闊
達
、
大
胆
な
女
性
を
さ
し
た
。

　
　
　
　
　
現
代
に
お
い
て
は
至
極
普
通
の
有
様
と
な
り
、
か
わ
っ
て
「
男
傑
」
と
い
う

　
　
　
　
　
言
葉
が
辞
典
に
新
た
に
加
わ
っ
た
。

　
【
ズ
ロ
ー
ス
】
女
性
が
着
用
す
る
や
や
長
め
の
下
着
。
省
資
源
が
叫
ば
れ
て
こ
の
か
た
、

　
　
　
　
　
　
　
局
所
を
蔽
う
布
地
が
極
端
に
小
さ
く
な
り
用
途
効
果
に
疑
問
が
呈
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
な
っ
た
。
英
：
〈
変
化
〉
ズ
ロ
ー
ス
、
ズ
ル
、
ズ
ロ
ウ
ン

　
【
青
雲
の
志
】
せ
い
う
ん
の
こ
こ
ろ
ざ
し
。
昔
は
、
大
志
を
抱
い
て
懸
命
努
力
を
続
け
る

　
　
　
　
　
　
　
青
年
の
情
熱
の
意
だ
っ
た
が
、
現
代
で
は
「
留
学
」
と
称
し
て
目
的
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
海
外
に
出
か
け
、
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
な
ど
と
い
わ
れ
現
地
住
民
の
顰
蹙

　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
ん
し
ゅ
く
）
を
か
う
婦
女
子
を
さ
す
。
性
運
の
志
、
と
も
書
く
。

　
【
星
宿
】
せ
い
し
ゅ
く
。
倒
産
、
家
出
な
ど
で
家
を
失
っ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
の
意
。

　
【
帝
都
】
東
京
の
意
。
在
東
京
の
テ
レ
ビ
局
等
で
は
日
本
国
に
他
に
都
市
が
無
い
か
の

　
　
　
　
　
ご
と
く
帝
都
中
心
の
低
俗
情
報
を
専
ら
発
信
し
、
地
方
独
自
文
化
の
発
展
を

　
　
　
　
　
妨
げ
若
者
風
俗
の
糜
爛
（
び
ら
ん
）
を
助
長
し
て
い
る
。

　
【
道
徳
】
道
で
百
円
拾
っ
て
徳
（
得
）
を
し
た
、
と
い
う
の
が
語
源
。

　
【
売
薬
】
ば
い
や
く
。
越
中
富
山
の
製
薬
会
社
販
売
員
が
家
庭
薬
を
担
い
で
全
国
津
々
浦
々

　
　
　
　
　
の
家
庭
を
訪
問
販
売
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
現
代
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
不
如
意
な
男
性
に
バ
イ
ア
グ
ラ
な
ど
を
　
　

　
　
　
　
　
高
額
不
法
販
売
す
る
行
為
を
さ
す
。

　
【
腹
】
は
ら
。
心
づ
も
り
、
内
心
。
今
は
「
皮
下
脂
肪
」
の
多
寡
を
さ
す
。
三
段
腹
、
五
段

　
　
　
　
腹
、
波
状
腹
、
太
鼓
腹
と
各
種
あ
る
。

　
【
パ
ン
パ
ン
】
終
戦
直
後
、
生
き
る
た
め
に
や
む
な
く
米
兵
等
に
身
体
を
供
し
た
女
性
達
。

　
　
　
　
　
　
　
現
代
は
援
助
交
際
な
ど
と
タ
ワ
ケ
タ
表
現
の
も
と
に
、
ケ
イ
タ
イ
片
手
に

　
　
　
　
　
　
　
不
良
中
年
等
に
対
価
を
要
求
し
て
遊
び
相
手
と
な
る
少
女
た
ち
、
を
さ
す
。

　
【
Ｐ
Ｔ
Ａ
】
（
Ｐ
）
パ
パ
な
ん
か
（
Ｔ
）
と
て
も
入
る
余
地
の
な
い
（
Ａ
）
遊
び
場
所
、

　
　
　
　
　
　
の
略
語
。
頼
り
な
い
夫
へ
の
不
満
や
オ
バ
サ
ン
パ
ワ
ー
爆
発
の
場
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
い
る
た
め
、
学
校
の
先
生
方
は
会
合
前
日
に
医
師
の
検
診
を
受
け
て
会
に

　
　
　
　
　
　
臨
ん
で
い
る
。

　
【
不
定
愁
訴
】
ふ
て
い
し
ゅ
う
そ
。
昔
は
「
ス
ト
レ
ス
」
の
意
だ
っ
た
が
、
現
代
は
帰
宅

　
　
　
　
　
　
　
拒
否
症
な
ど
家
庭
内
で
居
場
所
が
定
ま
ら
な
い
父
親
な
ど
男
性
の
不
満
を

　
　
　
　
　
　
　
さ
す
。
不
定
住
訴
と
も
書
く
。

　
【
踏
み
倒
し
】
大
店
（
お
お
だ
な
）
呉
服
商
、
土
木
請
負
業
者
な
ど
が
幕
府
要
人
と
結
託

　
　
　
　
　
　
　
し
居
直
っ
て
、
両
替
商
（
銀
行
）
か
ら
の
借
財
を
勝
手
に
チ
ャ
ラ
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
。
「
借
り
た
も
の
勝
ち
」
の
風
潮
が
人
心
の
荒
廃
を
招
来
し
て
い
る
。

　
【
別
嬪
】
べ
っ
ぴ
ん
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
等
に
多
数
登
場
す
る
同
じ
化
粧
、
表
情
を
し
た

　
　
　
　
　
無
個
性
、
低
質
の
十
代
芸
能
人
や
一
般
子
女
を
さ
す
。
心
‥
‥
と
形
容
さ
れ
る

　
　
　
　
　
女
子
は
現
代
で
は
稀
少
の
も
の
と
さ
れ
珍
重
さ
れ
る
。

　
【
泡
沫
】
ほ
う
ま
つ
。
一
九
八
○
年
代
後
期
、
投
機
に
走
っ
て
う
た
か
た
の
ご
と
く

　
　
　
　
　
生
ま
れ
、
ま
た
た
く
間
に
消
え
た
資
財
と
そ
れ
に
よ
り
生
ま
れ
た
人
心
の
乱
れ

　
　
　
　
　
を
さ
す
。
あ
わ
。

　
【
妾
】
め
か
け
。
昔
の
大
物
政
治
家
、
実
業
家
等
の
必
須
ア
イ
テ
ム
。
今
で
は
普
通
の

　
　
　
　
オ
バ
サ
ン
が
容
姿
美
麗
な
青
年
男
子
に
金
銭
を
貢
ぐ
こ
と
を
さ
す
。

　
　
　
　
キ
ム
タ
ク
結
婚
！
　
ザ
マ
ア
ミ
ロ
！
　
テ
レ
ビ
狂
い
の
お
ば
さ
ん
ど
も
！
！
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【
遺
言
】
か
つ
て
は
故
人
の
精
神
を
遺
族
に
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
代
に
お
い
て

　
　
　
　
　
は
全
く
か
え
り
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
「
遺
産
」
の
み
に
関
心
が
集
中
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
に
な
っ
た
。

　
【
夜
這
】
よ
ば
い
。
古
事
記
に
も
あ
る
由
緒
あ
る
言
葉
。
青
年
男
子
の
寝
所
に
時
刻
も

　
　
　
　
　
わ
き
ま
え
ず
不
作
法
に
訪
問
し
性
愛
を
教
授
す
る
若
年
婦
女
子
の
行
為
。

　
【
萬
屋
】
よ
ろ
ず
や
。
人
間
の
時
刻
概
念
を
麻
痺
さ
せ
購
買
本
能
を
２
４
時
間
刺
激
す
る
、

　
　
　
　
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
意
。
因
み
に
本
辞
典
の
編
者
は
重
度
の
コ
ン
ビ
ニ

　
　
　
　
　
中
毒
患
者
。

　
【
倫
理
】
中
国
五
経
「
礼
記
」
に
あ
る
言
葉
。
人
と
し
て
守
る
べ
き
み
ち
。
現
代
に
お
い
て

　
　
　
　
　
は
個
性
や
創
造
性
が
尊
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
人
が
そ
の
場
し
の
ぎ
で
自
由
に

　
　
　
　
　
決
定
で
き
る
肩
の
凝
ら
な
い
世
の
中
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

　
■
「
お
じ
さ
ん
の
新
・
国
語
辞
典
」
編
纂
室
で
は
皆
様
か
ら
「
死
語
、
新
語
、
造
語
」
な
ど
の

ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
採
用
分
は
次
号
「
お
じ
さ
ん
の
青
春
日
記
」
で
ご
紹 

介
い
た
し

ま
す
。
採
用
分
は
高
額
の
原
稿
料
を
お
支
払
い
‥
‥
イ
タ
シ
マ
セ
ン
。


